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グループ カテゴリー コ　ー　ド 記述数
住民同士の親密な交流 2
楽しみや生きがいのある生活 10
ゆとりのある生活 5
豊かな生活
慣れ親しんだその土地が好きで心地よい ll
そこに住むものにしかわからない良さ 2
生活環境が健康に役立つ 7
豊富な自然環境 2
買い物や交通に不便な生活 7
生不
@便
?ﾈ
不便な生活 2
農業で生計を立てることの難しさ 2
不便な中で工夫した生活 6生工@芒活た
今あるものを最大限に使った生活 3
身体に不都合を抱えながらの生活 7
症状がなければ病気を気にかけない 2
抱健
o康
ｱ障
ｯ害活を
生活環境からくる身体的不都合さ 5
薬の管理の難しさ 2
不便さに馴染み気にならない生活 8
自然の中に馴染んだ生活 5
自ら行う健康管理 6
生活を維持
自給自足の昔ながらの生活 11
収入源は農業 2
精一杯働く生活 5
寂暮離
ｵられ
ｳすて
家族と離れ離れの寂しい生活 2
住民どうし親密で助け合い・支えあう 10
社　会
強ど住
｢t絆の民
住民どうしの強い仲問関係 2
慣習 そこでの生活や慣習を守る 3
自分らしい生活 3
かけがえのない生活 4
価値観
穿自
ﾏ分
Qら
｢し
ﾐく
自ら決定していく生活 2
生活スタイルを変えない 2
結　　　果
　調査は本研究者によって平成16年12月7日
に行われた．参加学生（以下学生）のテーマ
に関連した総記述数は154であった．分析の
結果，学生が捉えたへき地に暮らす人々の生
活・価値観に関するカテゴリーは①豊かな生
活，②不便な生活，③工夫した生活，④健康
障害を抱えながらの生活，⑤生活を維持，⑥
離れて暮らす寂しさ，⑦住民どうしの強い絆，
⑧慣習，⑨自分らしくかけがえのない生活の
9分類であった．表2に分析で得られたカテ
ゴリーとコード及び記述数の一覧を示す．カ
テゴリーの意味分析の便宜上　1）生活状況
に関すること，2）社会に関すること，3）
価値観に関することの3グループに大別し
た．
　抽出されたカテゴリー別に学生の記述を引
用し，説明を加える．文中の《》はカテゴリー，
『』はコード，「」は質問紙に記述された言
葉である．
1）生活状況に関すること
　このグループでは，へき地に暮らす人々の
生活の営みや生活を取り巻く状況について記
述されていた．
カテゴリー1《豊かな生活》
経済面での豊かさを指しているのではなく，
自然に恵まれ，時間や心にゆとりがあり，楽
しみや生きがいを持って生活していることを
意味していた．
　『楽しみや生きがいのある生活』では，学
生はへき地に暮らす人々が不便ながらもいき
いき楽しく生活していると感じ取っていた．
例えばた近所（こ．居や、湾院も兵ぐ道6坂道ばか
クで不便…で6皆さんいきいきとLておら力
近所との仲己」ぐ，大変4・がらψ楽乙ぐ生活
Lて右ら4（ると，思った」やr畑をイうったク，
果物を作ったク，その人なクd：生きがいがあ
ク，婆Lぐ生きていると思った」と記述され
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ていた．また，『ゆとりのある生活』では，人々
が窮屈でなくゆったりと生活していると肯定
的に捉えていた．例えば「せかせかせずゆっ
ぐクθチ膚アを逼ごLていてとて6ずばら乙いと
思った」という記述があった．『慣れ親しん
だその土地が好きで心地良い』では，人々が
仕方なくその地で生活しているのではなく，
生まれ育った土地が好きであり最も住みよい
ところであると感じていると捉えていた．例
えば「櫛分の生まれ万った土地が一番均分に
とって在みat’い所4・のだと感ビた」や「●分
が今ぶら乙でいるこの地域をとて己好きま’ん
だと伝わってきた」と記述されていた．『豊
富な自然環境』では，へき地は自然にあふれ
感性を刺激することが多い暮らしであると捉
えていた．例えば「力然にあふれていて…感
傑に訴えかけてぐることがタい裏らLがそこ
‘こぱあるのだと感ビた」と記述されていた．
カテゴリー2《不便な生活》
この地は山奥であるため買い物や交通に不便
な生活である．また，農業中心で収入も充分
でなく経済的な意味からも不便さがある．
　『買い物や交通に不便な生活』では，ほと
んどの学生が実際に行ってその地の特徴を目
の当たりにし，自身が感じた不便さを述べて
おり，視点は買い物や交通・病院に集約され
ていた．記述内容は見たままの不便さであり，
実際その不便さがどのようなもので，人々が
どう感じているかなどに言及しているものは
少なかった，例えばF・dtZぐにズーパー4・どが
ま・ぐ穿い物するe：ψ不便」や頂寄の駅まで
6砂聞がかかる乙，一交通の便が嘉ぐて不‘便だ
と思った」と記述されていた．一方，〈農業
で生計を立てることの難しさ〉では，へき地
に住む方々との会話の中から，実際農業で生
計を立てることは難しくつつましい生活をし
ていると感じ取っていた．例えば実業で生
計を立てることぱやばク困難であるkラであ
ク，外に働きt：も出ているいため不便がある
のでぱる・いかyと記述されていた．
カテゴリー3《工夫した生活》
交通や買い物に不便であるが，不便な中で少
しでも生活しやすいように買い物の仕方や保
存方法を工夫したり，身近で採れる自然のも
のを利用したり，今あるものを最大限に使っ
て生活している．
　『不便な中で工夫した生活』では，主に買
い物の仕方や保存方法など不便な中で工夫し
ていることが，詳しく・具体的に述べられて
おり，生活を捉えるといった部分で深まりが
見えた．また，学生は自分達の生活を省みた
り，その違いから驚きやへき地の人々への尊
敬の念を抱いていた．例えば「生活物蒼の入
チが殼乙いナで冷凍裸存乙たク櫛給∂疋の生
活を乙ていたク，とてψ生活のφでの知慈と
し・ラ6のゴ〔感どノ乞」や「∴・数≠ロ離プ（た地区
まで買い物に行ったク，まとめ穿いのため車
でショッどングセンターへ行ぐといった工夫
が児られるy，「磁たちばζ・ぐをったちすぐコ
ンビニやズーパーκ行って必妻をものを買え
るet　4（と）きちんと計画的に櫛分が必，｝li　／・6
のを考えて含プナを買って生活乙てと，私たち
が児習わ4・ければ4・ら4・いことがいっぱ9いあ
ると思ラ」，［…その環境の中でユヂに生活を
乙ていることに驚かさ4（　／：yと記述されてい
た．『今あるものを最大限に使った生活』では，
物がないことや足りないことを問題としてす
ぐに買うのではなく，あるものを使って困ら
ないように工夫して生活していると捉えてい
た．例えば吻が疋ク4㊨いと才えるのでぱな
ぐ4・ある6のを毒i大灰に使っで生活乙ている
と思った」と記述されていた．全体的に学生
はへき地の人々の合理的で計画的な生活の仕
方や，積極的で前向きな生き方に驚きと感銘
を受けていた．
カテゴリー4《健康障害を抱えながらの生活》
へき地に暮らす人々は皆，何かしらの持病を
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持ちながらも働くことが優先される生活をし
ており，またそのような生活のありようや厳
しい自然環境が健康障害へと繋がっている．
　『身体に不都合を抱えながらの生活』では，
学生はへき地に暮らす人々の生活は，身体の
痛みを抱えながら持病を持ちながらも厳しい
自然の中で毎日働かねばならない大変な生活
であると捉えていた．例えば「高血圧のある
人がタぐ病虎にすぐ受診できra’い環境で畑に
一冴ナいたク…暑ぐて6，案ぐて6RYts　ta’ぐ
重労働をLていて大変・”yやノー怪L我を乙で6
どこか痛ぐでも働ぐk　thと記述されていた．
またそのような生活のありように学生は「今
tUだ，不宜由な部分があって6f・7とか作業
を存ラことが亨能だ妨・｛Syikが，・S’tigyと気づ
かいをしていた．しかし，『症状がなければ
病気を気にかけない』では，へき地に暮らす
人々は症状がなければ自分の病気に対しては
特に気にかけていないと捉えていた．たとえ
ばf’”症次が4・‘〃（ば乎気といづ孝えるのだ
と感L“た」や惰ちの疾瘍に対乙てぱ，寿に
意識乙ている・い」ラピこ思ラ」という記述が
あった．『生活環境からくる身体的不都合さ』
では長年農業を続けていることや重労働など
を少ない人数で人力に頼っていること，厳し
い自然環境の中で生活していることによる身
体的負担などが健康を阻害する一因であると
捉えていた．例えば「雪かき4・ど6ノ汝い人
数で行うため，磯椛6ta・いkうだ乙’づか
4’ク童労働であク夏担がかかっているよラ
だった．1や／ー ^ぐの既在、歴を措っておク，腰
肩症4・どぱ田畑を作っている人だからだと思
ラy，「ノヲ計の人がタかったのぱ坂道を歩ぐ習
慣のためか」と記述されていた．そして『薬
の管理の難しさ』では「薬が家κ残っでいる
ことから服薬が妄θできるよラなユニ夫が必要
でぱま・いかと思づyと薬の管理ができていな
い人に対して自己管理ができるような援助の
必要性を考えていることが伺われた．
カテゴリー5《生活を維持》
へき地で暮らし続けるためには慣れ，健康管
理，生活基盤，精一杯働くことが必要である．
　『不便さに馴染み気にならない生活』では，
学生は人々がへき地での生活が不便であるこ
とは分りきっており，むしろへき地での暮ら
しを続けている中で不便と感じないほどその
ような生活にも慣れ，順応していると捉えて
いた．例えば咬通が不便であったクするが
そこで寡らず人々t：とってぱそんる生活が当
たク前・・コや「…御櫛分で野菜を作ったク，
買い物もお子さんに運れでイテっで己らった
ク，配達サーどズを利房乙たク，意外に不便
ぱま’い」ラだった」，咬通や買い物に大変不
便る場所に在んでいて6，その地域にノ復応乙
て生活乙でいることが感C’　G　a（　／：yと言己述さ
れていた．『自然の中に馴染んだ生活』にお
いても同様に，人々が自然に慣れ親しみその
土地にあった生活をしていると捉えていた、
例えば「櫛然の中に人が溶け込むことが当た
ク）着”ソや「へき地なクの生活1ニノ顕応乙てい
ることが感ビらt（　／：yと記述されていた．ま
た，憎撚を大切に乙，力然の含事‘こ，暗ぐるっ
たち寝てと規月ヅ．正乙ぐ現ヂCの人々がノZ習わfa・
ぐてぱるら4’い生活をさt（ている」と自然の
摂理に適った生活を好ましく思い自分たちの
生活を省みる記述もあった．
　カテゴリー4ではへき地に暮らす人々を
『症状がなければ病気を気にかけない』と捉
えていたが，ここでは生活を維持するため自
分の出来ることを自分でしようと心がけ，健
康に気をつけ，しっかり健康管理をしている
と捉えていた．例えば次のような記述があっ
た∫腰肩や閲弟肩，高」血左安ど高齢老の才に
タい症次であった鱈薬ぱ2週聞分一度に処
才さti（ておク各均で乙っかク健康管理を行っ
ているuや「身休に気をつけて，身体に良い
6のを食べ，畑るど碗れ，∂分のth来るこ
とを力分で乙kうと・，Sがetでいた」．記述内
容は『症状がなければ病気を気にかけない』
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に比し詳しく具体的であった．
　このカテゴリーで特に学生の意見が多かっ
たのは『自給自足の昔ながらの生活』であっ
た．「●分達で生活乙でいこラとする意欲が
残ぐ，　宜影ト脅疋の生活を乙でいたことがわ
かった」と，殆どの学生は，自給自足の昔な
がらの生活をしていることに関して肯定的に
捉えていた．しかし一方，礫揚の配達があ
るとetいえ，そのttとんどを箇分たちで佑っ
た作物に薇ってい6yと生活の脆弱性を指摘
している者もいた．また『収入源は農業』で
は，躍業が主4・在事であク，そt（を基e：st
計を立てている」と農業の他に収入源がない
ことを理解していた．そして『精一杯働く生
活』では，生活を維持するためにできること
を最大限に，精一杯毎日働く生活であると捉
えていた．「高齢4’のに／fl中畑にいたクと
仕事を乙次の厚休詞を崩すこと6…できるこ
とを精一π存っている」や曙い中，兵理を
乙て畑在事を乙ていて体詞を崩乙で乙才った
才6みられ生活を綾持するために無理を↓て
いる才6多いのかS　L　t（　Xxいyなど，無理を
してでも働かないと生活を維持できない自給
自足の暮らしの厳しさに視点が当てられてい
た．
カテゴリー6《離れて暮らす寂しさ》
へき地は不便であるため子供世帯は皆町へと
出て行ってしまった．離れて暮らすことにつ
いては仕方がないことだと思いつつも，寂し
さを感じている．
　『家族と離れ離れの寂しい生活』では，子
供たちが出て行き離れて暮らしているが，や
はり一緒に暮らしたいと思っており，子供の
話を楽しそうにする一方でいつも会えない寂
しさがあると感じ取っていた．例えば頂分
の子θち孫とと6e：裏らずことが難乙いので
家族がSt　t（ている寂乙さを感ビているyと記
述されていた．
2）社会に関すること
　このグループではへき地に住む人々の精神
的なつながりや文化・慣習について記述され
ていた．
カテゴリー7《住民どうしの強い絆》
長年の付き合いを基盤に，助け合い・支え合
い・協力し合う，絶ちがたい仲間関係が成り
立っているr
　『住民どうし親密で助け合い・支えあう生
活』では，学生はへき地で暮らす人々は近隣i
に住む方と親密であり，助け合い・支え合
い・協力し合って生活していると感じ取って
いた．例えばた近所との閲係がとてψ親密で
支え合っで生活乙ているんだと感C’　kyやfft
む家ば遠ぐても入々ke，結‥びつきが強く陽力
乙あって生活さt（ている」と記述されていた．
また『住民どうしの強い仲間関係』では，榊
聞閲係がとて6強ぐ，長辛の付き合いのため
か信，商開孫ができていることを強ぐ感じた」
と長年の付き合いを基盤に，信頼し支えてく
れる人々と心置きなく分かち合える関係がで
きていると捉えていた．
カテゴリー8《慣習》
昔からのしきたり，やり方で日々の生活が営
まれている．
　『そこでの生活や習慣を守る』では，学生
は万・’吾るがちの生活が守られている」，α
れた時からやお嫁に来た時からのぞこでの生
活や習慣を守る」と馴れ親しんでいる場所や
習慣を大切にしていると肯定的に捉えていた
が，τ嫁に行った場所で…ぶらずにば営悟が
必要」など別の土地の人にとってはなかなか
馴染めない土地柄であるとも捉えていた．し
かし，記述の殆どが抽象的な表現に留まり，
詳しい内容はなかった．
3）価値観に関すること
このグループではへき地に暮らす人々の価
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値の基準や自律性について記述されていた． 人々は自律的であると捉えていた．
カテゴリー9
《自分らしくかけがえのない生活》
代わりに別のものをあてることができない程
大切な，自ら決める自分自身の生活．
　学生はへき地に暮らす人々の『自分らしい
生活』に着目していた．不便な中，身体的不
都合を抱えながらも馴染深い環境の中で自分
らしい生活を大切にしていると捉えていた．
例えば「｝ノ・さい頃かち往んでいる馴菜深い環
境の中でとでもその人ら乙ぐ生きていちっ
乙やって・・コ，τ啓に瘍みがあクt・がち，医師
のい4’いところでその人ら乙い生活をするこ
とを大切に乙ている」と記述されていた．ま
た，『かけがえのない生活』では，f－W－－W
をメこtz7　t：，均然と基ら乙ている」や1在み慣
プ（た場所での生活を大切に乙ているyなど，
人々がその地や日々をかけがえのないものと
しておろそかにせず，自然と共に暮らしてい
ると感じ取っていた．『生活スタイルを変え
ない』では，「高一血互などの既在、歴があるの
ぱ身分でばわかっでいるけど，今まで生活乙
てきた6のぱ変えら　t（　ta・いのだろづ」と生活
状況や長年の生活習慣など様々な因子が混在
し，生活改善が簡単ではないことを実感して
いた．そして何よりも人々の生活が『自ら決
定していく生活』，自己決定の上に成り立っ
ていると捉えていた．「買い物を乙たク，病
虎に行くことが不便であるのd：もかかわら
克　その土地を愛乙でいるからこそ，荷へ存
ぐというのでぱなぐ，その地での生活を選ん
でいるのだと感ビた」や「便利4世のヂにるつ
たけれと㌦ぞt（を二会部使ラのでぱるぐ，∂分
達に必異i4めのをきちんと選んで生活乙てい
ると思った」と不便（買い物や病院）な生活
であるけれども，その土地を愛しているから
こそ自らそこでの生活を選び，そこでの生活
を維持していくために生活用品をきちんと選
んで生活している，つまりへき地で暮らす
考　　　察
　本研究の分析結果から見出された9のカテ
ゴリー及び学生個々の記録から，主として以
下のことが明らかになった．学生はへき地で
暮らす人々の生活・価値観に関して，1．へ
き地で暮らす人々は豊かさも不便さも分かち
合いながら生活している（カテゴリー1，2，
3，5，7），H．へき地で暮らす人々の生活
は何らかの健康障害を抱えながらも精一杯働
く毎日である（カテゴリー一　4，5），皿．へき
地で暮らす人々は自分らしく生きている（カ
テゴリー6，8，9）と捉えていた．
1．へき地で暮らす人々は豊かさも不便さも
　　分かち合いながら生活している
　　（カテゴリー1，2，3，5，7）
　多くの学生が，実習前よりへき地は不便な
ところであるとイメージ8）していたが，実際
にへき地に赴いた印象でも先ずその不便さに
着目している学生が多かった．1短期大学よ
り片道2時間の距離にあるH地区の環境を目
の当たりにし，自らが抱いていたイメージと
照らし合わせ，見たままのレベルで不便さを
捉えたのではないかと考える．例えば「買い
物するにも不便…交通の便が無くて不便」な
ど，その土地の不便さを表面的にしか捉えて
いないことが記述からも伺える．学生は自分
の経験を超えた生活環境を前にし，正しく表
象することができず，不便であると主観的な
解釈を下してしまったといえる9）．しかし，
へき地の豊かさに関しては，へき地に暮らす
人々とコミュニケーションをとり関わる中
で，人々が語る言葉や表情から不便な中での
生活の知恵や楽しみ，生きがい，住民どうし
の親密な関係，窮屈でなくゆったりとした生
活，そして豊富な自然環境など利便とは異な
る生活の豊かさに気づいていき，それらが豊
かな生活の根源であると感じ取っていた．そ
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して「不便ではあるが…その人なりに生きが
いがあり，楽しく生きていると思った」や「街
とはまた違った時間の流れではあるが…こう
いう生き方もあるのだなと思った」という学
生の記述があるように，へき地に暮らす人々
との関わりの中で，人間はひとりひとり異な
る存在でありlo），その人なりの生き方がある
ということを認識したのではないかと考え
る．多くの学生が「不便だけれども…」とい
う書き出しで豊かな生活について感じたこと
や，考えたことを記述していた．学生は，不
便なその地に何故人々が住んでいるのかと疑
問を抱き，問題意識を持って人々と関わり，
そのプロセスの中で自分とは異なる生活・価
値観をもつ人々がいることを実感し，豊かさ
も不便さも分かち合いながら生活していると
いう捉えに繋がっていったと考える11）。人
間は一般的なあり方よりも特殊的なあり方の
方により関心が向かうものであるといわれて
いる12）．特殊な生活環境といえるへき地で
の実習によって学生の対象の理解が一歩深
まったといえる．波多野13）は，看護の対象に
ついて「生物体であるとともに，生まれ育っ
た家庭や社会のなかでその人なりの感情・考
え方・信念を築き，その人なりの生活の様式
をもって日常生活を送っている人である」と
述べている．確かに学生は「へき地巡回診療
実習」をとおして，自分の生活や価値観とは
異なる人々のありようを認め，受け入れ，さ
らに「生活の中での知恵というものを感じた」
や，「私たちが見習わなければならないこと
がいっぱいあると思う」など自らの生活を省
みてもいた．
　しかし，講義や演習，臨地実習をとおして
対象の捉え方の学習を幾重にも行っている
が，学生の記述の多くは人々の語られた言葉
やそのときの表情・仕草からの受動的な認
識，あるいは抽象的な表現の段階に留まって
いた．例えば「野菜をつくったりこんにゃくを
作ったり生活の中に楽しみがある」や「そこに
住む者にしか解らない良さがあるのだろう」
という記述があるように，相手のこころの内
を積極的に汲み取ろうとする能動的な問いか
けが充分であったとは言い難い．薄井は14）
「…表面的なあり方にしか反応できないのが
素人であり，直接目に見えないものが見え，
耳に捉えられない音が聞こえ，語られない内
面の訴えがひびいてくるのが専門家である」
と述べている．看護の専門家を目指す学生と
しては対象にこころのこもった関心を寄せる
と共に，現象から意味をつかみとるという能
力をより養うことが重要であると考える．
皿．へき地で暮らす人々の生活は何らかの健
　　康障害を抱えながらも精一杯働く毎日で
　　ある（カテゴリー4，5）
　この内容については，学生の理解を示す記
述は具体的で多彩であった．例えば「雪かき
なども少ない人数で行うため，（機械もない
ようだし…）かなり重労働であり負担がか
かっているようだった」や「暑い中，無理を
して畑仕事をしていて体調を崩してしまった
方もみられ生活を維持するために無理をして
いる方も多いのかもしれない」など，特に健
康障害に繋がる事柄について詳しく記述され
ていた．これは学生が看護の立場から，へき
地に暮らす人々の健康状態に関心が向いてい
ることを指し示しているといえる．言いかえ
るならば他人を見た場合，健康上気がかりな
点を発見する能力が育ってきている15）とい
える．さらに「今はまだ，不自由な部分があっ
ても何とか作業を行うことが可能だが，今後
が心配」と気づかいをしていた学生もいた．
気づかいとは「人が何らかの出来事や他者，
計画，物事を大事に思うということを意味し
ている」16）といわれている．学生は看護の
初学者ではあるが，へき地に暮らす人々の健
康を大事に思っているといえる．また，精一
杯働くについても，学生は深く認識できてい
たといえる．へき地に暮らす人々は，生活を
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維持するためにできることを最大限に行い，
精一杯毎日働く生活を営んでいると，その人
の考え方・信念や生活背景に関心を寄せ相手
の立場にたち捉えることができていた．「体
調を崩すことになってでも…できることを精
一杯行っている」や「生活を維持するために
無理をしている方も多いのかもしれない」な
どの学生の記述にもあるように，無理をして
でも働かないと生活を維持できない自給自足
の暮らしの厳しさを感じ取っていた．そして
その厳しさに視点を当てながら「自分達で生
活していこうとする意欲が強い」というよう
に，それでもなお山間へき地で自分らしく生
きていこうとする姿に様々な生き方があるこ
とを実感したのではないかと推察できる．へ
き地に暮らす人々との交流をとおして，学生
が経験したことのない生活像を深めることが
できたのではないかと考える．しかし，へき
地で暮らす人々がより自分らしい生活を維
持・向上するための具体的援助方法にまで考
えを馳せている者は少なく，多くの学生は健
康障害に懸念を示すに留まっていた．生活の
維持・向上に向けての援助方法まで思考を発
展していく必要があると考える．
しかし，そのためには子世帯と離れ離れに生
活せざるを得ないことや，そのことでの寂し
さがあることに言及した学生は少なく，高齢
者が多いへき地の人々の状況やその思いまで
感じ取ることが出来る学生は少なかったとい
える．渡辺17）は，「中高年者の生活満足度に
は，その活動能力があり，同居既婚子と同居，
友人数などが関連する」と述べている．つま
り，子世帯との同居は生活を満足させる大き
な要素であるといえる．殆どが高齢者である
へき地の人々の生活を考えるとき，気づいて
ほしい点である．慣習についても，慣れ親し
んでいる場所や習慣を大切にしていると気づ
いていたが，記述の殆どが抽象的な表現で具
体的な表現はなかった．例えば，「…そこで
の生活や習慣を守る」といったことは記述さ
れているが，どのような内容であるのか記載
されていない．“その人なりの感情・考え方・
信念，その人なりの生活の様式”というとこ
ろでは関心を向けることはできているが，抽
象的であったり，内容に浅い部分がある感は
否めない．その人らしい生活や自律的に生き
るという意味の理解を深めていく必要がある
と考える．
皿．へき地で暮らす人々は自分らしく生きて
　　いる（カテゴリー6，8，9）
　学生は，へき地で暮らす人々が不便ではあ
るがその地を愛し大切にしており，そこで生
活することを自ら選んでいるのだと捉えてい
た．「…その地を愛しているからこそ，その
地での生活を選んでいるのだ…」という記述
が示すように，へき地の人々が自律的である
と認識したのではないかと考える．また，へ
き地に暮らす人々は，自分らしく生きている
とも捉えていた．記述にもあったように「そ
の人らしい生活をすることを大切にしてい
る」など，その地を愛し大切にするだけでな
く，自分らしく生きること，つまり，自分自
身も大切にしていることも捉えられていた．
　学生の「へき地に暮らす人々の生活・価値
観」の捉えが抽象的で表面的な部分があった
要因として，①「へき地巡回診療実習」が一
回の限定であるため人間関係の構築が弱く，
関係性が乏しいため親身な関心にまで至らな
かった，②見たり，聞いたりなどの受動的な
捉えに終始し深い対象理解に繋がらなかっ
た，③その人やその人の生活の変化などを，
学生がバトンタッチしながら継続的に捉えて
いくという実習の展開が充分に機能しなかっ
たということが考えられる．時間的制約のあ
る中で，より学生が対象に深い関心が寄せら
れるよう，実習方法の改善が必要であると考
える．具体的には，見たままの判断にならな
いよう見たり・聴いたり・感じたりした中か
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らの問いかけを繰り返すという学習が必要で
ある．また，学生のより深い対象理解に繋げ
られるよう教員の実習前・中・後をとおして
の意図的な関わり，そして患者個別記録の充
実，実習後に同一患者を受け持った学生どう
しによるグループワークの導入などが必要な
のではないかと考える．
　本研究は，質問紙調査であったため，学生
の感じたことやより深い考えを十分に引き出
せたかという点で限界性があることは否めな
い．しかし，本研究で抽出されたカテゴリー
は，「へき地巡回診療実習」における対象理
解の教育方法を改善する上で非常に有効であ
る．今後は，質問紙調査のみでなく，フォー
カスグループインタビュー（FGI）を併用し，
更なる研究をすすめたい．
注
1）無医地区
　医療機関のない地域で，当該地区に中心的
な場所を起点として，概ね半径4kmの区域内
に50人以上が居住している地区であって，か
つ容易に医療機関を利用できない地区．
2）へき地中核病院
　無医地区等を対象とする巡回診療，へき地
診療所への医師派遣等へき地における医療活
動を継続的に実施できると認められる病院で
知事が指定したもの．主要な診療科を有し，
かつ，原則として200床以上の一般病床を有
する病院であり，へき地医療活動を50日以上
行うことが可能な医師，看護師を配置してい
ること．
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